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深
江
文
化
村
居
住
の

　
　
　
　
　

ワ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

は
じ
め
に

深
江
文
化
村
に
、
ワ
ル
タ
ー
と
い
う
人
物
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
お
り
、『
本
庄
村
史
』
の
中
で
も
家
屋
番
号
Ｂ
の
借
主
は
ワ
ル
タ
ー

で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
ま
た
一
九
四
〇
年
十
一
月
三
日
の

「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
引
用
文
で
は
「
ベ
ル
ギ
ー
生
れ
の
オ
ル
サ
ー
ら
七
軒

が
居
殘
つ
て
い
る
だ
け
に
な
つ
た
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
深
江
文
化
村

か
ら
多
く
の
外
国
人
が
去
っ
た
後
に
も
ワ
ル
タ
ー
一
家
が
残
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
一
方
で
ワ
ル
タ
ー
の
生
没
年
や
来
日
時
期
、
ど
う

い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
度
伊
丹
市
在
住
の
渡
邉
正
之
氏
の
調
査
や
史
料

館
の
補
足
調
査
に
よ
り
、
ワ
ル
タ
ー
や
そ
の
家
族
に
関
す
る
情
報
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ワ
ル
タ
ー
の
半
生

ワ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
略
歴
を
記
し
た
ノ
ー
ト
が
見
つ
か
り
、
本
名

はJean V
olddem

ar W
alther

と
い
い
、
一
八
八
八
年
に
ロ
シ
ア
の
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
生
ま
れ
た
と
分
か
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
国
籍
の
人

物
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
九
月
十
五
日
に
ロ
シ
ア
で
ポ
ー
ラ
（Paula 

Sophie W
alter

）
と
結
婚
し
た
（
以
上
、
略
歴
ノ
ー
ト
、
写
真
１
）。
別

資
料
の
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｒ
Ｇ
（
申

請
）
に
娘
の

レ
オ
ノ
ー
ル

は
一
九
一
六

年
九
月
九
日

に
横
浜
で
生

ま
れ
た
と
記

載
さ
れ
て
お

り
、
一
九
一

五
年
か
ら
一

九
一
六
年
頃

に
来
日
し
た

こ
と
が
分

か
っ
た
。
ワ

ル
タ
ー
宛
の

は
が
き
か
ら

横
浜
山
手
居

留
地
五
七
番

地
に
住
ん
で

い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。『T

he Japan directory

』（
国
会
図
書
館
蔵
）

か
ら
一
九
一
七
年
～
一
九
一
八
年
はT

he SW
ISS Japanese T

rading

、

一
九
一
九
年
～
一
九
二
〇
年
頃
はO

riental Export and Im
port 

Co.

（
東
洋
輸
出
入
商
会
）
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

妻
ポ
ー
ラ
の
旅
行
記
録
「D

am
pferD

.“Em
ill K

irdorf

”te reise

」
で

図　深江文化村の配置図
山形政昭「芦屋『文化村』の記」

大阪芸術大学紀要『芸術』６（1983）所収の図に加筆
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は
一
九
二
三
年
に
は
山
本
通
二
丁
目
に
居
住
。
一
九
三
五
年
に
コ
ロ
イ
ド

科
学
者
の
ワ
イ
ル
マ
ン
か
ら
ワ
ル
タ
ー
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
宛
先
は
北
野

町
四
丁
目
一
二
五
と
な
っ
て
い
る
。
北
野
町
四
丁
目
一
二
五
は
北
野
町
の

ト
ー
ア
ホ
テ
ル
の
住
所
地
で
、
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
か
、
郵
便
物
の

受
取
代
行
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
戸
に
移
っ
た
時
は
引
き
続
き
商

社
マ
ン
で
、
一

九
二
六
年
の
ベ

ル
ギ
ー
領
事
館

あ
て
の
書
類
で

は
、
ワ
ル
タ
ー

は
三
宮
町
一
丁

目
の
村
田
梅
谷

商
店
に
勤
務
し

て
い
た
。

し
か
し
一
九

三
五
年
刊
の
日

本
と
満
州
国
に

居
住
す
る
外
国
人
を
調
査
し
た
『Japn-M

anchoukuo year book

』（
国

会
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
にInsurance A

gency of Life, 
accident, fire, m

otorcars &
 Fidelity

と
い
う
保
険
代
理
店
を
起
業
、

住
所
は
深
江
文
化
村
と
あ
る
。
同
書
に
は
一
九
三
九
年
発
行
分
ま
で
毎
年
、

同
じ
内
容
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

写
真
１
の
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
一
九
三
八
年
五
月
ま
で
日
本
に
い
た
が
、

上
海
と
香
港
に
移
り
、
一
九
五
三
年
に
家
族
と
合
流
し
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
妻
ポ
ー
ラ
が
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
出
国
し
た
ビ
ザ
で

は
、
本
人
の
住
所
が
深
江
文
化
村
、
夫
の
住
所
は
香
港
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ワ
ル
タ
ー
自
身
は
、
戦
前
に
拠
点
を
上
海
や
香
港
に
移
し
て
い
た
が
、

家
族
は
引
き
続
き
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
の
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
神
戸
港
か
ら
家
財
道
具
を

発
送
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
複
数
あ
り
、
ワ
ル
タ
ー
の
家
族
は
こ
の
時

期
に
ベ
ル
ギ
ー
に
帰
国
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
ワ
ル
タ
ー
本
人
も
一
九
五
五
年
に
香
港
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
に
帰
国

し
、
一
九
五
八
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
亡
く
な
っ
た
（
写
真
１
）。

ワ
ル
タ
ー
の
家
族ワ

ル
タ
ー
の
妻
ポ
ー
ラ
は
一
八
九
三
年
に
ド
イ
ツ
の
マ

ン
ハ
イ
ム
で
生
ま
れ
た
（
写
真
２
）。
日
本
に
来
て
か
ら

は
横
浜
か
ら
神
戸
に
移
り
、
山
本
通
や
深
江
文
化
村
に
居

住
し
た
。
一
九
三
二
年
ご
ろ
か
らK

O
BE W

O
M

EN
'S 

CLU
B

に
所
属
、
交
流
事
業
に
加
わ
っ
た
。
長
期
間
の
旅

行
も
し
て
い
た
。
ビ
ザ
の
取
得
記
録
か
ら
判
明
す
る
居
住

地
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
一
六
年
か
ら
二
一
年
ま
で
横
浜
居
住
→
二
三
年
ま

写真１　ワルターの略歴を記したノート（渡邉正之氏提供）

写真２　ワルター夫人（同）
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で
娘
二
人
と
ド
イ
ツ
に
滞
在
→
一
九
三
七
年
ま
で
神
戸
や
深
江
文
化
村
に

居
住
→
一
九
三
八
年
ま
で
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
を
旅
行
→
一
九
五
二
年
ま

で
深
江
文
化
村
居
住
→
一
九
五
二
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
→
一
九
五
三
年
ベ
ル

ギ
ー
帰
国
。

長
女
の
レ
オ
ノ
ー
ル
（Leonore Edith W

alther

）
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｇ
（
申
請
）
に
よ
れ
ば
一
九
一
六
年
に
横
浜
で
生
ま
れ
、

一
九
三
六
年
に
三

井
系
の
ド
イ
ツ
物

産
会
社
に
勤
務
し

た
。
一
九
三
八
年

頃
に
バ
イ
エ
ル
薬

品
合
名
会
社
に
移

り
、一
九
四
七
年
頃

ま
で
在
籍
し
た
。

一
九
五
〇
年
に
ア

メ
リ
カ
赤
十
字
社

で
看
護
助
手
の
資

格
を
取
得
し
た
こ

と
を
、
香
港
の
父

ワ
ル
タ
ー
に
報
告

し
た
書
類
も
見
つ

か
っ
た
。

次
女
マ
リ
ア
ン

ヌ
（M

arian
n

e 
Paula W

alther

）

は
ベ
ル
ギ
ー
移
住
後
の
選
挙
関
係
資
料
か
ら
一
九
一
八
年
に
横
浜
で
生
ま

れ
た
と
判
明
し
た
。
一
九
四
八
年
に
妹
イ
レ
ー
ヌ
か
ら
マ
リ
ア
ン
ヌ
宛
の

手
紙
か
らD

odw
ell &

 Co.

神
戸
に
勤
務
し
て
お
り
、
ワ
ル
タ
ー
一
家
が

日
本
を
離
れ
る
ま
で
深
江
文
化
村
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
、
三
女
と
の
手

紙
の
や
り
と
り
か
ら
う
か
が
え
る
。

三
女
の
イ
レ
ー
ヌ
（Irene H

ildegard W
alther

）
は
、
生
年
に
つ
い

て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
神
戸
聖
マ
リ
ア
女
学
校
（
神
戸
海
星
女
子

学
院
の
前
身
）
と
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
、
一
九
四
六
年

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
速
記
秘
書
・
通
訳
と
し
て
働
い
て
い
た
。
イ
レ
ー
ヌ
か
ら
の

手
紙
か
ら
一
九
五
〇
年
に
日
本
を
離
れ
、
香
港
の
ベ
ル
ギ
ー
領
事
館
や
パ

キ
ス
タ
ン
の
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
。
一
九
六
一
年
に
は
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
、
イ
レ
ー
ヌ
も
関
わ
っ
た
と
思
わ

れ
、
こ
の
年
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
か
ら
イ
レ
ー
ヌ
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が

届
い
て
い
る
（
写
真
３
）。

お
わ
り
に

深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た
音
楽
家
に
比
べ
て
、
そ
の
他
の
外
国
籍

の
住
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
度

の
渡
邉
正
之
氏
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
引
き
続
き
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
い
た

外
国
籍
の
住
人
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
触

れ
な
か
っ
た
が
、
古
澤
邸
を
設
計
し
、
自
身
も
深
江
文
化
村
に
居
住
し
た

ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
か
ら
ワ
ル
タ
ー
一
家
に
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
今
後
情
報
を
整
理
し
て
報
告

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

写真３　イレーヌに贈られたクリスマスカード（同）1961年


